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目
次

一
、
逆
説

二
、
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説

の
一
般
的
（
世
人
的
〕
眞
理
の
あ
る
具
体
的
特
定
的
な
も
の
に
封
す
る
逆
誼

㈱
そ
れ
に
対
比
す
、
く
き
具
体
的
特
定
的
な
一
般
的
（
世
人
的
）
農
地
の
な
い
逆
課

三
、
肯
定
（
否
定
の
否
定
）
よ
り
の
逆
説

四
、
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
及
肯
定
（
否
定
の
否
定
）
よ
り
の
連
記
よ
り
親
た
る

老
子
の
世
界
（
本
稿
は
此
虚
ま
で
以
下
次
回
）

五
、
否
定
と
し
て
遊
説

用
複
魅
否
定
の
逆
説

両
軍
純
否
定
の
逆
説

の
一
般
的
（
世
人
的
）
眞
理
と
そ
れ
の
否
定
と
結
合
せ
る
逆
説

六
、
否
定
と
し
て
の
逆
詮
よ
り
粗
た
る
老
子
の
世
界

L
、
結
語－

、

逆

説

逆
説
と
は
世
人
一
般
に
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
真
理
を
否
定
す
る
事
に
ょ
－
り
そ
れ
に

矛
盾
す
る
説
と
考
へ
ら
れ
る
。
戯
し
逆
説
は
単
に
か
ゝ
る
一
般
的
（
世
人
的
）
真

理
に
矛
盾
し
て
ゐ
る
の
み
で
は
な
い
。
例
へ
は
「
白
馬
非
馬
」
は
「
白
馬
馬
」
の

一
般
的
（
搬
入
的
）
真
理
を
否
定
し
て
之
に
矛
盾
せ
る
も
の
で
あ
る
が
，
逆
説
と

は
言
は
れ
な
い
。
之
に
対
し
て
「
知
者
言
」
を
否
定
せ
る
「
知
者
不
言
」
は
逆
説

と
言
は
れ
る
。
我
々
は
馬
に
非
ざ
る
白
馬
を
了
解
す
る
事
は
出
来
な
い
。
之
に
対

し
て
不
言
の
知
者
を
了
解
す
る
事
が
出
来
る
。
普
通
一
般
に
「
知
者
言
」
も
の
と

し
て
埋
解
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
か
ゝ
る
真
粗
を
否
定
す
る
－
知
者
不
言
」
も
我
々
が

理
解
し
得
る
の
ほ
、
か
1
る
も
の
を
真
理
と
し
て
承
認
す
る
が
故
で
あ
る
。
「
知

者
言
」
が
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
し
て
あ
る
以
上
、
知
者
は
言
者
と
し
て
把

握
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
知
者
不
言
」
に
於
て
は
既
に
そ
の
知
者
は
言
者
で
紅
を
故

に
、
そ
れ
は
「
言
者
不
言
」
と
な
る
。
従
っ
て
「
知
者
不
言
」
自
身
が
既
に
矛
眉

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
1
る
故
に
逆
説
は
ま
た
そ
れ
自
身
矛
盾
し
て
ゐ
る
と
も

言
は
れ
る
フ
然
し
逆
説
が
そ
れ
自
身
矛
盾
し
て
ゐ
る
と
観
る
の
は
、
知
者
を
言
者

と
解
す
る
立
場
か
ら
で
あ
る
。
か
1
る
立
場
か
ら
は
「
知
者
不
言
」
は
生
じ
て
来

な
い
。
「
知
者
言
」
肝
の
知
者
は
言
あ
る
知
者
で
あ
り
、
「
知
者
不
言
」
の
知
者
は

不
言
の
知
者
で
あ
る
。
従
っ
て
両
真
理
は
知
者
に
対
す
る
立
場
の
相
違
か
ら
生
ず

．
】
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る
。
▲
即
ち
知
者
に
対
す
る
認
識
立
場
の
相
違
に
起
因
す
る
。
一
般
的
（
世
人
的
）
 
 

真
理
を
支
へ
て
ゐ
る
認
識
立
場
に
於
て
知
者
は
言
あ
る
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
 
 

に
対
し
、
他
の
認
識
立
場
に
於
て
は
知
者
は
不
言
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
か
ゝ
る
 
 

認
識
立
場
は
、
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
す
る
事
に
ょ
っ
て
新
な
実
理
を
 
 

見
出
す
も
の
と
せ
ば
、
前
者
の
認
識
立
場
よ
り
高
攻
の
認
識
立
場
と
見
る
事
が
出
 
 

来
る
。
「
知
者
言
」
と
「
知
者
雪
空
と
は
論
理
的
に
矛
盾
し
て
ゐ
る
も
の
の
、
 
 

論
理
を
追
越
し
て
知
者
を
よ
り
高
次
の
認
識
に
ょ
つ
て
把
握
す
る
事
に
ょ
り
、
両
 
 

者
は
矛
盾
し
な
く
な
る
。
即
ち
論
理
的
に
矛
盾
で
あ
る
以
上
一
方
が
頁
理
で
あ
れ
 
 

ば
他
方
は
真
理
と
尭
り
得
な
い
が
、
論
理
を
超
越
し
認
識
立
場
の
高
次
に
ょ
っ
て
 
 

両
者
何
れ
を
も
実
理
と
し
て
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
逆
説
た
る
為
 
 

に
は
、
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
対
比
し
両
者
の
論
理
的
矛
盾
を
認
識
立
場
の
 
 

高
攻
に
ょ
っ
て
鰍
消
さ
せ
る
事
を
必
要
と
す
る
。
か
く
の
如
く
逆
説
は
一
般
の
認
 
 

識
立
場
よ
り
高
次
の
認
識
立
場
に
於
て
真
理
と
な
る
故
に
、
逆
説
は
単
に
一
般
的
 
 

（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
否
定
に
ょ
っ
て
更
に
真
理
た
 
 

り
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
で
「
白
馬
非
馬
」
に
於
て
ほ
、
我
々
ほ
 
 

馬
に
非
ざ
る
白
馬
を
如
何
に
認
識
立
場
を
高
次
に
し
て
も
把
握
す
る
事
が
出
来
な
 
 

い
。
か
く
の
如
く
高
次
の
認
識
立
場
に
救
は
れ
ず
し
て
、
真
理
た
り
得
な
い
も
の
 
 

即
ち
単
に
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
を
香
足
す
る
の
み
で
真
理
を
猿
得
し
得
な
い
 
 

も
の
は
詭
揮
と
言
は
れ
る
。
 
 
 

逆
説
は
高
次
の
認
識
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
．
然
し
単
に
「
知
者
不
言
」
 
 

の
一
説
の
み
で
ほ
不
言
の
知
者
の
存
在
す
る
事
を
理
軒
す
る
も
、
そ
の
存
在
を
主
 
 

張
†
一
る
根
拠
に
我
々
ほ
与
る
事
が
出
来
な
い
。
我
々
甚
か
ゝ
る
逆
説
を
成
立
せ
し
 
 

こ
 
 

め
る
併
の
認
識
立
慶
全
体
に
通
じ
、
か
ゝ
る
認
識
立
場
に
於
け
る
逆
説
著
の
思
風
 
 

体
系
を
知
悉
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
「
知
者
不
言
」
を
実
に
理
解
す
る
事
が
出
来
 
 

な
い
。
こ
れ
ほ
即
ち
「
知
者
不
言
」
が
高
次
の
思
想
体
系
の
一
環
と
し
て
あ
る
事
 
 

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
政
道
説
ほ
高
次
の
評
論
立
場
に
於
け
る
思
想
に
ょ
つ
 
 

て
体
系
づ
け
ら
れ
て
あ
る
事
が
前
提
と
な
つ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊
で
詭
 
 

締
ほ
そ
れ
が
真
偽
で
あ
る
か
ど
う
一
か
ほ
問
題
で
な
く
、
正
に
真
ら
し
く
見
せ
る
所
 
 

に
あ
る
と
言
は
れ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
を
単
に
言
表
上
 
 

に
否
定
し
た
の
み
で
あ
つ
て
、
高
次
の
認
識
立
場
に
立
ち
一
つ
の
体
系
を
持
つ
屏
 
 

よ
り
出
た
も
の
で
は
な
い
と
言
ひ
得
よ
う
。
 
 

こ
、
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
 
 
 

老
子
の
責
理
を
し
て
真
理
た
ら
し
め
て
ゐ
る
高
次
の
認
識
立
場
に
於
け
る
思
想
 
 

体
系
を
知
る
為
に
は
、
先
づ
老
子
の
多
く
の
逆
説
を
整
増
分
類
す
る
必
要
が
あ
 
 

る
。
逆
説
を
分
類
す
る
に
ほ
種
々
の
方
法
が
ふ
ら
う
け
れ
ど
も
、
今
夫
々
の
逆
説
 
 

に
対
比
す
る
一
般
甲
（
世
人
的
）
実
理
と
の
祁
囲
々
係
に
於
て
分
類
す
れ
ば
．
次
 
 

の
三
つ
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
即
ち
 
 
 

H
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
し
、
更
に
そ
の
否
定
を
否
定
す
る
逆
説
 
 
 

⇔
 
逆
説
の
高
度
の
発
達
よ
り
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
の
否
定
の
否
定
が
確
 
 

立
し
て
肯
定
の
立
場
か
ら
逆
に
否
定
す
る
逆
説
 
 
 

臼
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
単
に
否
定
せ
る
の
み
の
逆
説
 
 
 

今
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
否
定
と
更
に
そ
れ
の
否
定
と
の
結
合
せ
る
逆
説
 
 

を
・
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
と
称
す
る
こ
と
と
せ
ば
、
か
ゝ
る
逆
説
は
更
に
 
 
 



研
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
あ
る
具
体
的
特
定
的
な
も
の
に
対
す
る
 
 

逆
説
 
 
 

こ
の
種
の
逆
説
に
属
す
る
一
例
と
し
て
「
愛
人
終
不
為
大
、
故
能
成
其
大
」
（
鍼
）
 
 

を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
逆
説
は
「
聖
人
為
大
」
と
言
ふ
一
般
的
（
世
人
 
 

的
）
真
理
に
、
対
し
て
為
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
今
こ
の
一
般
的
（
世
人
 
 

的
）
実
理
と
、
逆
説
を
更
に
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
せ
ろ
部
分
と
そ
れ
 
 

を
否
定
す
る
部
分
と
の
二
つ
に
分
け
て
、
こ
の
三
つ
を
論
理
的
矛
盾
の
ま
1
対
比
 
 

す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
な
ほ
こ
の
際
「
終
」
は
重
要
な
関
係
を
有
し
な
い
故
に
 
 

省
略
す
る
。
 
 
 

聖
人
為
大
…
…
 
 
‥
…
…
…
…
‥
‥
天
 
 
 

聖
人
不
為
大
‥
…
‥
：
‥
：
…
…
：
…
…
地
 
 
 

人
 
 
 

政
（
聖
人
）
能
成
其
大
▼
…
‥
…
＝
‥
…
・
 
 
 

「
天
」
と
「
地
」
と
ほ
論
理
的
に
矛
盾
す
る
。
「
地
」
が
実
理
た
る
為
に
ほ
一
 
 

般
的
（
世
人
的
）
兵
理
と
の
論
理
的
矛
盾
が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
 
 

の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
る
為
に
は
論
理
を
超
越
し
て
認
識
の
立
場
を
変
へ
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
認
識
立
場
を
変
へ
る
為
に
は
概
念
の
内
包
を
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
即
ち
言
表
に
変
化
は
な
く
と
も
語
義
を
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

道
教
よ
り
視
た
る
老
子
の
世
界
（
上
）
（
天
野
）
 
 

研
一
般
甲
（
世
人
的
）
真
理
の
あ
る
具
体
的
特
定
的
な
も
の
に
対
す
る
逆
説
 
 
 

回
 
そ
れ
に
対
比
す
べ
き
具
体
的
特
定
的
な
一
般
的
（
世
人
的
）
実
搾
の
な
い
 
 

逆
説
 
 

の
二
つ
に
分
類
す
る
事
が
出
来
る
。
 
 

逆
説
が
一
語
を
二
義
正
用
ひ
る
と
言
偲
れ
る
の
ほ
之
が
為
で
あ
る
。
然
し
逆
説
は
 
 

一
語
を
二
義
に
解
す
る
事
に
依
っ
て
成
立
つ
の
で
は
な
い
。
逆
説
は
二
詣
虹
元
来
 
 

二
義
が
あ
る
事
に
ょ
つ
て
生
ず
る
の
で
ほ
な
く
、
高
次
の
評
識
立
場
に
立
っ
て
そ
 
 

の
語
に
新
義
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
勿
論
高
次
の
認
識
内
容
を
包
摂
す
る
為
に
は
 
 

従
来
の
語
彙
を
脱
し
て
新
造
語
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
批
点
高
次
の
謬
識
立
場
に
 
 

立
つ
老
子
に
新
造
語
の
多
い
の
を
見
る
。
或
は
ま
た
新
造
語
を
用
ひ
ず
と
も
修
飾
 
 

語
を
附
す
る
事
に
よ
つ
て
十
分
な
場
合
も
あ
る
。
か
ゝ
る
方
法
を
取
り
得
ぬ
場
 
 

合
、
或
は
そ
れ
が
全
体
の
認
識
立
場
か
ら
新
薬
の
も
の
た
る
事
が
自
明
で
あ
る
場
 
 

合
に
は
、
従
来
の
語
彙
を
用
ひ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
逆
説
が
一
語
を
二
義
に
 
 

解
す
る
事
に
ょ
つ
て
成
立
す
る
と
い
ふ
の
は
、
語
義
の
発
生
変
化
を
理
解
す
る
事
 
 

な
く
現
在
の
多
養
を
有
す
る
語
を
以
て
解
す
る
所
よ
り
か
1
る
誤
謬
が
生
じ
た
も
 
 

●  

の
と
考
へ
ら
れ
る
。
所
で
今
逆
説
に
於
て
、
一
語
を
l
衰
に
解
す
る
事
に
っ
て
 
 

論
を
進
め
る
の
ほ
、
か
1
る
方
法
に
ょ
つ
て
老
子
の
評
論
立
場
に
於
け
る
思
想
を
 
 

把
握
せ
ん
が
為
に
す
ぎ
な
い
。
さ
て
、
「
天
」
と
「
地
」
と
を
対
比
せ
る
場
合
、
 
 

密
談
立
場
を
変
へ
る
為
に
二
義
を
持
つ
語
と
し
て
「
聖
人
」
と
「
大
」
と
の
二
つ
が
 
 

挙
げ
ら
れ
る
。
勿
論
二
義
と
ほ
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
し
て
世
人
の
言
ふ
語
 
 

義
と
、
逆
説
せ
る
老
子
の
言
ふ
語
義
と
で
あ
る
。
所
で
「
天
」
ほ
一
般
的
（
世
人
 
 

的
）
真
理
で
あ
る
故
に
、
聖
人
も
大
も
世
人
の
義
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
ろ
。
た
 
 

ゞ
「
地
」
に
於
け
る
聖
人
と
大
が
如
何
に
老
子
の
養
に
用
ひ
ら
る
る
か
が
間
起
と
 
 

な
る
。
今
聖
人
も
大
も
共
に
老
子
の
養
に
解
す
る
な
ら
ば
、
「
天
」
と
「
地
」
と
 
 

を
連
結
す
る
事
な
く
「
地
」
に
於
て
の
み
で
も
「
老
子
の
言
ふ
併
の
聖
人
は
老
子
 
 

の
言
ふ
如
き
大
事
業
を
な
す
事
が
な
い
」
と
解
さ
れ
て
な
ほ
矛
盾
す
る
。
高
次
の
 
 

三
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認
級
立
嶺
に
立
っ
て
も
な
ほ
矛
盾
す
る
故
に
之
を
破
棄
す
る
。
次
に
聖
人
に
の
み
 
 

老
子
の
養
を
有
せ
し
め
る
と
「
天
」
と
「
地
」
と
の
連
続
ほ
「
世
の
所
謂
蟄
人
ほ
 
 

俗
界
の
大
事
業
を
な
す
が
、
然
し
老
子
の
言
ふ
聖
人
は
か
ゝ
る
俗
界
の
大
事
業
を
 
 

な
す
事
が
な
い
」
と
な
る
。
今
こ
の
評
識
を
「
甲
」
と
す
る
。
次
に
大
の
み
を
老
 
 

子
の
義
と
す
る
と
、
「
世
の
所
謂
垂
人
は
俗
界
の
大
事
業
を
な
す
。
然
し
俗
界
の
 

聖
人
は
老
子
の
言
ふ
如
き
大
事
業
を
な
す
事
が
な
い
」
と
な
る
。
こ
の
認
識
を
 
 

「
乙
」
と
す
る
。
さ
て
次
に
「
甲
」
 
「
乙
」
何
れ
か
が
こ
れ
と
論
理
的
に
矛
盾
す
 
 

る
「
人
」
と
対
比
し
、
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
為
に
更
に
「
人
」
に
於
て
認
識
立
 
 

場
を
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
で
「
地
」
と
「
人
」
と
ほ
老
子
の
逆
説
と
し
 
 

て
あ
る
故
に
、
認
識
立
場
を
か
へ
る
と
言
っ
て
も
老
子
の
立
場
よ
り
高
次
の
訝
識
 
 

立
場
に
立
つ
の
で
 

変
人
と
大
と
の
語
義
に
於
て
老
子
の
語
義
に
．
．
な
す
事
を
意
味
す
る
。
併
で
「
地
」
 
 

と
「
人
」
と
は
一
つ
の
逆
説
と
し
て
接
続
し
て
ゐ
る
故
に
、
「
人
」
の
里
人
は
 
 

「
地
」
の
聖
人
と
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
唯
「
人
」
の
大
の
み
が
世
人
の
語
か
老
子
 
 

の
轟
か
何
れ
が
用
ひ
ら
れ
る
か
に
問
題
は
帰
着
す
る
。
今
「
人
」
の
大
を
世
人
の
 
 

義
と
な
し
て
「
甲
」
と
接
続
せ
し
め
る
場
合
と
、
大
を
老
子
の
義
と
な
し
て
、
 
 

「
乙
」
に
接
続
せ
し
め
る
場
合
と
ほ
、
共
に
矛
盾
す
る
故
に
之
を
破
棄
す
る
。
従
 
 

っ
て
残
る
の
ほ
「
人
」
の
大
を
世
人
の
義
と
な
す
場
合
は
「
乙
」
と
の
接
続
と
、
 
 

大
を
老
子
の
義
と
な
す
場
合
は
コ
甲
」
と
の
接
続
と
が
残
る
。
か
く
し
て
「
天
」
 
 

「
地
」
 
ノ
「
人
」
相
互
に
あ
る
論
理
的
矛
盾
は
前
著
に
於
て
「
世
の
所
謂
党
人
は
俗
 
 

界
の
大
事
業
を
な
す
。
か
ゝ
る
聖
人
は
老
子
の
言
ふ
如
き
大
事
業
を
な
す
事
が
な
 
 

い
。
そ
れ
故
俗
界
の
大
事
業
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
」
と
な
り
て
解
消
さ
れ
る
。
 
 

∴
 
詫
 
－
は
世
人
の
認
識
立
場
 
＝
ほ
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
 
 

周
 
 

然
し
か
く
論
理
的
矛
盾
を
解
滑
す
る
屏
の
認
識
立
場
に
立
つ
言
は
、
老
子
の
側
か
 
 

ら
の
言
で
ほ
な
い
。
世
人
の
側
か
ら
所
謂
蛮
人
の
本
質
た
る
大
の
概
念
の
確
実
性
 
 

を
老
子
の
言
ふ
大
と
比
較
し
て
立
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
か
ゝ
る
教
諭
に
 
 

よ
つ
て
ほ
「
地
」
 
「
人
」
が
老
子
の
逆
説
と
し
て
成
立
す
る
事
ほ
出
来
な
い
。
従
 
 

っ
て
か
1
る
認
識
を
破
棄
す
る
な
ら
ば
↓
天
」
「
地
」
「
人
」
の
相
互
の
諭
嘩
的
矛
 
 

盾
は
後
者
即
ち
「
世
の
所
謂
垂
人
は
俗
界
の
大
事
業
を
な
す
。
然
し
老
子
の
言
ふ
 
 

聖
人
ほ
か
1
る
俗
界
の
大
事
業
を
な
す
事
が
な
い
。
そ
れ
故
老
子
の
い
ふ
如
き
大
 
 

事
業
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
」
に
ょ
っ
て
好
治
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
1
 
 

る
詳
論
は
明
か
に
老
子
の
側
に
於
け
る
認
識
で
あ
り
、
従
っ
て
「
地
」
 
「
入
」
が
 
 

●  

更
に
今
そ
の
他
の
逆
説
を
観
る
に
、
老
子
は
胃
頭
に
老
子
の
認
識
立
場
に
立
つ
 
 

も
の
を
置
き
、
そ
れ
が
所
謂
世
人
の
も
の
と
は
、
世
人
の
も
の
の
持
つ
本
質
を
否
 
 

定
す
る
事
に
ょ
り
て
臭
る
事
を
硯
ほ
し
、
次
に
は
老
子
の
認
識
立
場
に
立
つ
も
の
 
 

の
本
質
を
老
子
の
認
識
立
場
に
於
て
明
示
す
る
と
い
ふ
形
式
を
取
っ
て
ゐ
る
の
を
 
 

見
る
。
従
っ
て
こ
の
種
の
逆
説
に
於
け
る
認
識
高
次
に
一
定
の
法
則
を
見
出
す
こ
 
 

と
が
出
来
る
。
次
の
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
ぺ
 
 
 

第
一
表
 
 

老
子
の
逆
説
と
 
 

し
て
成
立
す
る
 
 

事
が
承
見
 
 

る
。
今
之
を
表
 
 

に
ょ
っ
て
示
せ
 
 

ば
第
一
表
の
如
 
 

く
で
あ
る
。
 
 



第
 
二
 
表
 
 

予
想
せ
ら
る
1
一
般
 
 

的
（
世
人
的
）
頁
理
 
 

逆
説
よ
り
勅
た
る
老
子
の
世
界
（
上
）
 
（
天
野
）
 
 
 

人
 
有
 
為
）
 
 

入
 
内
其
身
）
 
 

人
 
有
 
私
）
 
 

人
 
鬼
其
身
）
 
 

人
 
白
 
鼠
）
 
 

人
 
自
 
是
）
 
 

人
 
自
 
伐
）
 
 

人
 
自
 
給
）
 
 
 

有
囲
楷
）
 
 
 

有
純
約
）
 
 

者
 
不
 
死
）
 
 

人
 
為
 
大
）
 
 

棒
）
 
 

徳
 
 

為
）
 
 

人
 
 

人
 
 

行
）
 
 

見
）
 
 

人
 

学
者
有
為
）
 
 

里
 
人
 
 

優
L
八
 
 

陛
 

．
．
 
 

摩
 －

 
 

摩
 1

 
 

吸
 
入
 
 

鹿
 

－
 
 

偽
塵
庸
 
無
一
為
 
 
 

聖
 
人
 
不
 
為
 
 

厚
1
人
 
不
為
犬
 
 

上
 
捧
 
不
 
徳
 
 
 

変
 
人
 
 

里
 
人
 
不
 
行
 
 

聖
 
人
 
 不

 
言
 
 

無
′
為
 
 

不
 
屈
 
 

為
無
為
 
 

外
其
身
 
 

無
 
私
 
 

後
其
身
 
 

不
自
見
 
 

不
白
是
 
 

不
自
伐
 
 

不
自
給
 
 

無
園
絶
 
 

無
縄
約
 
 

死
 
 

而
二
里
人
）
 
教
ヨ
 
 
 

而
医
局
俸
慧
 
 
 

是
以
医
休
店
。
。
 
 
 

則
（
摩
眈
）
無
不
庸
3
 
 

．
 

存
7
 
 

而
 

故
（
里
人
）
 
成
甚
胤
7
 
 
 

而
身
 
鹿
7
6
6
 
 
 

故
へ
廃
人
）
 
鹿
地
 
 
 

政
（
摩
仇
）
 
鹿
鍋
 
 
 

故
（
聖
人
）
番
慨
幻
 
 
 

故
（
優
l
人
）
 
鹿
2
7
 
 
 

而
（
摩
周
）
休
何
廟
2
7
 
 
 

而
（
善
結
）
不
可
解
釘
 
 
 

而
廣
拝
忙
3
3
 
 
 

故
（
里
人
〕
成
其
大
3
4
 
 
 

是
以
（
上
徳
）
有
徳
調
 
 

両
度
）
 
鹿
4
7
 
 
 

繭
（
魔
人
．
）
 
r
蘭
4
7
 
 
 

而
庚
）
 
鹿
4
7
 
 

而
（
為
遺
著
〕
無
不
為
亜
 
 

託
 
＝
は
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
。
 
 

さ
て
、
老
子
の
里
人
の
「
不
為
大
」
と
「
成
其
大
」
と
の
論
理
的
矛
盾
ほ
大
の
 
 

認
識
内
容
の
．
高
次
に
ょ
っ
て
解
消
せ
ら
る
ゝ
が
そ
れ
が
、
老
子
の
聖
人
に
基
い
て
 
 

な
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
に
対
し
「
天
」
と
「
地
」
と
の
論
理
的
矛
盾
は
聖
人
の
認
識
 
 

内
容
の
高
次
に
ょ
っ
て
解
滑
せ
ら
る
ゝ
が
、
そ
れ
が
世
人
の
い
ふ
大
に
基
い
て
な
 
 

さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
「
天
」
と
「
地
」
と
に
於
て
は
世
人
の
い
ふ
大
の
観
点
よ
り
 
 

為
、
不
為
の
里
人
が
対
立
し
て
居
り
、
「
地
」
と
「
人
」
と
に
於
て
ほ
老
子
の
い
 
 

ふ
里
人
よ
り
異
る
認
識
内
容
の
大
が
対
立
し
て
ゐ
る
。
か
く
考
へ
る
な
ら
ば
、
矛
 
 

盾
の
根
拠
は
、
「
天
」
と
「
地
」
と
に
於
て
は
蛍
人
に
あ
り
、
「
地
」
と
「
入
」
 
 

と
に
於
て
ほ
大
に
あ
る
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
之
を
図
に
ょ
っ
て
示
す
と
次
の
通
 
 

五
 
 
 

（
聖
 
人
 
 

（
里
 
人
 
 

（
里
 
人
 
 

（
里
 
人
 
 

（
聖
 
人
 
 

（
数
 
人
 
 

（
党
人
以
其
言
上
人
）
 
 

（
人
 
敢
為
天
下
蒐
）
 
 

争
）
 
 

（
人
之
道
 
 

璃
）
 
 

へ
法
 
嗣
 
 

（
軍
 
人
 
 

積
）
 
 

（
聖
 
人
 
 

蹟
）
 
 
 

有有有有  

事
）
 
 

為
）
 
 

為
）
 
 

為
）
 
 

学
）
 
 

欲
）
 
 

陛
卜
八
 
学
不
学
 
 
 

摩
 弓

 
 

置
革
言
下
之
 
 

〔
暦
レ
不
敢
為
天
下
先
 
 
 

便
庖
 
不
 
争
 
 
 

灰
】
周
 
恢
恢
錬
 
 
 

磨
 ．

■
 
 

型
 
人
 
不
 
積
 
 

故
へ
聖
 
人
）
無
 
 
敗
6
4
 
 

故
へ
里
 
人
）
痍
 
 
執
鎚
 
 

而
恒
 

l
 

面
（
厚
i
八
）
仕
ト
ト
八
捕
 
 

故
r
庫
 
触
感
慮
6
7
 
 

而
卜
灰
は
魔
）
唐
 1

．
 

故
（
優
 r

 

以
（
魔
人
〕
屡
旧
然
6
4
 
 

而
へ
天
 
網
）
不
 
 
失
7
3
 
 

以
（
里
人
〕
為
人
己
愈
有
8
1
 
 

以
（
居
僧
伍
物
」
倍
旧
麿
鋸
 
 

以
魔
人
）
肯
人
層
愈
多
8
1
 
 



さ
て
、
「
聖
人
不
為
大
、
故
能
成
其
大
」
に
於
て
、
逆
説
の
逆
説
た
る
本
質
 
 

ほ
、
前
半
の
否
定
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
後
半
の
否
定
の
否
定
に
あ
る
の
で
あ
 
 

ら
う
か
、
そ
れ
と
も
両
者
に
わ
た
っ
て
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
逆
説
は
世
人
の
立
 
 

場
か
ら
観
る
併
に
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
老
子
の
立
場
か
ら
ほ
生
じ
て
来
な
い
。
従
 
 

っ
て
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
し
て
の
命
題
に
矛
盾
す
る
併
に
逆
説
が
生
ず
る
 
 

故
に
、
逆
説
の
本
質
は
前
半
の
否
定
即
ち
「
聖
人
不
為
大
」
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
 
 

る
。
更
に
か
ゝ
る
否
定
を
否
定
す
る
事
は
老
子
の
立
場
冊
於
け
る
老
子
自
身
の
否
 
 

定
で
あ
つ
て
、
他
人
の
一
般
的
奏
理
に
直
接
関
係
あ
る
も
の
で
ほ
な
い
。
老
子
の
 
 

認
識
立
場
に
於
け
る
蟄
人
に
於
て
は
「
不
為
大
」
と
「
成
其
大
」
と
が
矛
盾
し
な
い
 
 

岩
手
大
串
率
峯
寧
部
研
究
年
報
 
弟
三
春
（
一
九
五
l
）
第
一
部
 
 
 

り
で
あ
る
。
 
 

次島の親諺   

◎、①  
＿ニー1－1こ  

◎ 0  
誅
 
 

○
は
世
人
の
認
識
立
場
を
示
し
 
 

＠
は
老
子
の
認
識
立
場
を
元
す
 
 

六
 
 
 

故
に
、
之
を
同
一
親
し
て
「
故
能
成
其
大
」
を
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
に
対
比
 
 

す
る
な
ら
ば
、
否
定
の
否
定
は
肯
定
と
な
り
そ
の
肯
定
は
初
の
否
定
以
前
の
肯
定
 
 

即
ち
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
肯
定
と
ほ
異
る
け
れ
ど
も
、
世
人
ほ
老
子
の
認
 
 

識
立
場
を
理
解
す
る
事
な
く
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
た
る
「
聖
人
為
大
」
と
同
 
 

一
の
認
識
立
場
の
も
の
と
解
し
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
そ
こ
に
逆
説
は
成
 
 

立
し
な
い
。
然
し
な
が
ら
単
に
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
否
定
の
み
で
は
、
老
 
 

子
の
肯
定
す
る
も
の
の
本
質
、
内
容
が
世
人
の
そ
れ
と
興
る
の
を
示
す
の
み
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
故
そ
れ
が
更
に
否
定
せ
ら
る
る
事
に
ょ
つ
て
、
老
子
の
肯
定
す
る
も
の
 
 

の
本
質
．
内
容
が
老
子
の
立
・
場
か
ら
積
極
的
に
明
示
せ
ら
る
る
事
を
必
要
と
す
 
 

る
。
か
く
し
て
初
の
否
定
が
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
 
 

の
価
値
を
有
し
、
逆
説
と
し
て
の
価
値
を
発
揮
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
ゝ
る
意
 
 

味
に
於
て
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
否
定
の
否
定
が
必
要
で
あ
る
。
か
ゝ
る
必
 
 

要
性
ほ
逆
説
者
の
立
場
か
ら
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
同
時
に
世
人
の
 
 

立
場
か
ら
も
逆
説
が
真
に
真
理
た
る
証
拠
と
し
て
提
供
せ
ら
る
ゝ
の
を
必
要
と
す
 
 

る
。
然
し
ま
た
、
逆
説
が
広
く
論
理
的
矛
盾
と
い
ふ
立
場
に
立
つ
も
の
と
す
る
な
 
 

ら
ば
、
「
里
人
不
為
大
」
と
「
敢
能
成
其
大
」
と
ほ
矛
盾
で
あ
る
故
に
、
「
聖
人
不
 
 

為
大
、
故
能
成
其
大
」
そ
れ
白
身
に
於
て
も
逆
説
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
 
 

回
 
そ
れ
に
対
比
す
べ
き
具
体
的
特
定
的
な
一
般
的
へ
世
人
的
）
真
理
の
 
 

な
い
逆
説
 
 

一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
具
体
的
特
定
的
な
も
の
に
対
す
る
も
の
で
ほ
な
く
 
 

そ
れ
に
対
比
す
べ
き
明
確
な
一
腰
的
（
世
人
的
）
真
理
が
な
い
逆
説
の
例
と
し
 
 
 



て
「
造
常
無
為
而
鎗
不
為
」
（
打
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
遺
常
無
為
」
は
一
般
的
（
世
 
 

人
的
）
真
理
の
否
定
と
し
て
、
「
無
不
為
」
ほ
更
に
そ
の
否
定
と
し
て
考
へ
ら
れ
 
 

る
。
然
し
「
道
常
無
為
」
ほ
具
体
阻
に
如
何
な
る
∴
般
的
（
世
人
的
）
異
理
に
対
し
 
 

て
で
あ
る
か
を
指
摘
す
る
事
が
出
来
な
い
。
言
表
上
か
ら
は
「
造
幣
為
」
と
考
へ
 
 

ら
れ
る
が
、
併
謂
道
を
行
為
の
主
体
と
し
て
世
人
が
把
握
せ
か
事
ほ
老
子
以
前
に
 
 

於
て
な
く
、
言
表
上
の
対
比
を
離
れ
て
考
へ
る
な
ら
ば
こ
迫
常
無
為
」
は
「
常
無
 
 

為
」
の
通
が
「
常
為
」
の
行
為
者
一
般
を
予
想
し
て
、
か
1
る
行
為
者
の
「
常
 
 

為
」
を
否
定
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
○
 
か
く
考
へ
る
な
ら
ば
、
行
為
者
が
行
為
 
 

す
る
と
は
当
然
の
真
理
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ほ
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
板
持
に
 
 

あ
る
所
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
放
か
ゝ
る
事
を
否
定
す
る
逆
説
ほ
老
子
の
 
 

思
想
体
系
に
於
て
根
渡
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
と
言
ひ
得
る
。
さ
て
行
為
者
一
般
 
 

が
行
為
す
る
と
い
ふ
真
理
を
否
定
す
る
「
道
常
無
為
」
の
遺
ほ
．
行
為
者
一
般
の
 
 

世
界
と
臭
っ
た
世
界
の
存
在
者
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
「
道
常
無
為
」
と
は
、
 
 

道
の
世
界
が
行
為
者
一
般
の
世
界
に
於
け
る
行
為
を
否
定
す
る
事
に
ょ
つ
て
行
為
 
 

者
一
般
の
世
界
か
ら
押
出
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
 
 

く
行
為
者
一
般
の
世
界
か
ら
、
そ
の
行
為
の
否
定
に
ょ
つ
て
押
出
さ
れ
た
遺
の
世
 
 

界
ほ
、
行
為
者
一
般
の
行
為
を
否
定
す
る
点
に
於
て
消
極
的
に
太
質
づ
け
ら
れ
性
 
 

絡
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
ゝ
る
道
の
世
界
は
無
為
の
無
に
於
て
一
面
 
 

な
ほ
無
本
質
、
無
性
格
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
か
ゝ
る
無
本
質
、
無
性
格
は
老
子
 
 

の
認
識
立
場
か
ら
道
の
世
界
を
「
無
不
為
」
と
把
握
す
る
事
に
ょ
つ
て
始
め
て
解
 
 

消
せ
ら
れ
る
。
道
の
世
界
を
中
心
と
し
て
観
る
曝
そ
れ
は
一
種
の
為
の
世
界
で
あ
 
 

る
。
然
し
そ
れ
ほ
行
為
者
一
般
の
世
界
に
於
け
る
行
為
と
ほ
既
に
興
っ
た
行
為
で
 
 

逆
説
よ
り
視
た
る
老
子
の
世
界
（
上
）
 
（
天
野
）
 
 

か
ゝ
る
種
類
の
逆
説
と
し
て
次
の
表
に
そ
の
例
を
示
す
事
が
出
来
る
。
な
ほ
こ
 
 

の
種
の
逆
説
は
そ
れ
に
対
比
を
予
想
す
る
具
体
的
特
定
的
な
一
般
的
（
世
人
的
）
 
 

真
理
が
指
摘
出
来
な
い
だ
け
、
逆
説
自
身
の
矛
盾
的
側
面
が
強
調
せ
ら
れ
る
。
 
 

七
 
 
 

あ
る
ひ
敢
為
の
錬
に
於
て
一
切
が
食
で
あ
る
と
い
ふ
無
性
絡
が
、
無
為
の
上
に
於
 
 

け
る
為
と
し
て
通
が
把
握
せ
ら
る
1
事
に
ょ
り
解
消
さ
れ
、
こ
ゝ
に
遣
の
世
界
の
 
 

本
質
、
性
格
が
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
「
無
為
」
に
ょ
つ
て
行
為
者
一
 
 

般
の
不
界
か
ら
押
出
さ
れ
た
道
の
世
界
は
、
1
無
不
為
」
に
ょ
つ
て
そ
の
本
質
を
 
 

明
確
に
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
「
道
常
無
為
而
無
不
為
」
を
以
上
の
如
く
解
し
 
 

得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
評
識
高
次
の
法
則
は
椚
に
於
け
る
逆
説
の
そ
れ
と
執
を
同
 
 

じ
う
す
る
の
を
見
る
。
 
 

第
囲
表
 
 

次高の親許  

■ ′  
＼
－
■
 
 

′
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
 

′
 
l
 
t
 

（
U
及
○
は
世
人
の
認
識
立
場
を
 
 
 

示
し
 
 

㊤
ほ
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
 
 



岩
手
大
学
寧
薬
学
部
研
究
年
報
 
第
三
巻
（
一
九
五
一
）
第
一
部
 
 
 

第
五
表
 
 

許
 
－
I
ほ
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
 
 

主
 
肯
定
．
（
否
定
の
否
定
）
よ
り
の
逆
説
 
 
 

逆
説
が
、
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
定
す
る
逆
説
か
ら
、
一
般
的
（
世
人
 
 

的
）
頁
理
を
否
定
せ
る
も
の
を
更
に
否
定
す
る
逆
説
に
進
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
 
 

な
ら
ば
、
こ
の
否
定
の
否
定
即
ち
肯
定
か
ら
逆
に
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
否
 
 

定
す
る
逆
説
は
、
逆
説
が
高
度
に
発
達
せ
・
■
つ
結
果
生
ぜ
る
も
の
と
言
ひ
得
る
っ
「
愛
 
 

氏
清
国
、
能
無
為
乎
」
は
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
老
子
の
否
定
 
 

の
否
定
（
肯
定
）
ほ
「
愛
民
治
国
」
で
あ
り
、
一
∧
般
的
（
世
人
的
）
兵
理
を
否
定
 
 

す
る
も
の
が
「
無
為
」
で
あ
る
。
か
ゝ
る
逆
説
は
、
逆
説
者
の
思
想
体
系
が
確
立
 
 

し
た
後
、
演
繹
的
に
説
く
事
に
ょ
つ
て
生
じ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
な
ほ
「
明
 
 

道
悪
味
」
 
「
太
白
若
辱
」
も
こ
の
種
の
逆
説
で
あ
つ
て
、
道
の
本
質
、
内
容
と
し
 
 

て
老
子
に
否
定
の
否
定
と
し
て
肯
定
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
前
者
は
明
、
後
者
は
白
 
 

で
あ
り
、
一
般
的
（
世
人
的
）
兵
曹
に
対
す
る
否
定
に
於
て
世
人
の
評
識
立
場
に
 
 

あ
る
も
の
ほ
、
前
者
ほ
味
即
ち
不
明
の
明
、
後
者
ほ
辱
即
ち
不
白
の
白
と
考
へ
ら
 
 

れ
る
（
大
ほ
弱
輩
に
ょ
り
道
の
別
名
で
あ
る
）
。
こ
れ
を
攻
の
表
の
如
く
示
す
事
 
 

が
出
来
る
。
 
 

こ
の
癌
の
逆
説
に
属
す
る
も
の
と
し
て
次
の
表
に
示
せ
る
如
き
例
を
挙
げ
る
事
 
 

が
出
来
る
。
 
 

第
七
表
 
 

∴
 
 

ズ島り鼓潔  沃島の識琵・  

篤
は
愛
民
治
国
 
 

詫
 
 

○
は
世
人
の
認
識
立
場
を
示
し
 
 

㊥
は
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
 
 

自
の
否
定
は
辱
 
 

八  

四
 
否
定
の
否
定
と
 
 

し
て
の
逆
説
及
 
 
 

肯
定
（
香
定
の
 
 
 



託
 
1
－
ほ
老
子
の
認
識
立
場
を
示
す
 
 

趣
設
よ
り
観
た
る
老
子
こ
一
世
界
（
上
）
 
（
天
野
）
 
 

否
定
）
よ
り
の
 
 

逆
説
よ
り
観
た
 
 

る
老
子
の
世
界
 
 
 

老
子
の
香
定
の
香
定
と
 
 

し
て
の
逆
説
を
一
覧
へ
第
 
 

二
表
参
照
）
す
る
な
ら
ば
．
 
 

当
時
の
根
本
的
な
一
般
的
 
 

（
世
人
的
）
実
理
を
否
定
 
 

し
た
観
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
 
 

単
に
否
定
し
た
の
み
で
は
 
 

な
い
。
否
定
せ
更
に
否
定
 
 

し
て
老
子
の
世
界
の
本
質
 
 

を
明
確
に
し
、
か
ゝ
る
根
 
 

拠
に
ょ
つ
て
世
人
の
一
般
 
 

的
真
理
を
根
拭
か
ら
否
 
 

定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
故
、
否
定
の
否
定
に
 
 

ょ
っ
て
肯
定
せ
ら
れ
た
も
 
 

の
 
（
初
の
否
窟
に
ょ
つ
て
 
 

老
子
の
世
界
に
存
・
託
す
る
 
 

も
の
が
明
示
さ
れ
、
更
に
 
 

そ
れ
の
否
定
に
ょ
つ
て
老
 
 

子
の
世
界
に
存
在
す
る
も
の
の
本
質
、
内
容
が
明
確
に
せ
ら
れ
た
併
の
も
の
）
は
 
 

老
子
の
思
想
体
系
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
言
ひ
得
る
。
 
 
 

第
二
義
、
第
五
表
、
第
七
表
に
ょ
れ
ば
、
否
定
の
香
定
に
ょ
つ
て
老
子
に
肯
定
 
 

せ
ら
れ
た
も
の
ほ
、
遺
、
里
人
、
精
神
（
囲
機
維
約
の
逆
説
よ
り
）
、
衝
、
天
之
 
 

追
及
天
網
（
と
宍
・
ヾ
の
そ
の
本
質
、
内
容
と
で
あ
る
が
、
今
否
定
の
否
定
に
ょ
つ
 
 

て
肯
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
言
ふ
時
、
特
殊
な
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
も
の
の
本
 
 

質
、
内
容
を
省
略
す
る
）
で
あ
る
。
そ
の
中
、
精
神
及
徳
は
聖
人
の
一
面
、
衝
は
 
 

ま
た
デ
と
共
に
道
の
一
両
と
見
る
事
が
出
来
る
故
に
、
老
子
の
思
想
の
中
心
を
な
 
 

す
も
の
は
追
及
饗
人
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
で
遺
ほ
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
を
形
 
 

成
す
る
頼
酸
殉
な
ー
㍉
の
の
否
定
で
あ
る
敢
に
、
老
子
の
恩
想
体
系
に
於
て
聖
人
よ
 
 

り
且
根
舛
的
な
も
の
と
言
ひ
得
る
。
里
人
と
天
と
ほ
、
9
5
章
に
ょ
り
道
に
法
る
も
 
 

の
と
し
て
あ
る
。
之
ほ
逆
説
解
明
よ
り
得
た
か
1
る
推
理
を
確
証
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

遥
は
無
状
無
物
で
あ
り
、
ま
た
遺
の
行
為
ほ
無
為
で
あ
る
故
に
、
世
人
の
感
覚
 
 

に
ょ
つ
て
執
へ
る
事
ほ
出
来
な
い
。
そ
れ
政
道
の
世
界
ほ
世
人
の
世
界
を
超
越
し
 
 

た
も
の
と
言
ひ
得
る
。
燃
し
世
人
の
感
覚
に
ょ
っ
て
把
握
招
来
な
い
も
の
の
、
何
 
 

か
ヾ
仔
存
す
る
。
そ
れ
は
老
子
の
言
ふ
里
人
の
知
に
ょ
つ
て
の
み
把
握
さ
れ
る
の
 
 

で
あ
る
。
か
ゝ
る
知
は
世
人
の
感
覚
的
な
も
の
を
知
る
知
を
否
定
す
る
事
に
ょ
つ
 
 

て
即
ち
「
不
出
戸
、
不
頚
帽
」
（
4
7
）
し
て
得
ら
る
ゝ
併
の
明
白
（
或
ほ
明
）
な
る
 
 

知
で
あ
る
。
か
1
る
知
に
ょ
つ
て
追
の
存
在
と
そ
の
働
を
把
繹
す
る
事
が
出
来
る
 
 

故
に
、
道
の
世
界
は
世
人
の
世
界
を
包
越
し
た
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
 
 
 

里
人
は
か
1
る
遺
に
準
則
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
以
上
、
聖
人
の
世
界
は
這
の
 
 

九
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性
界
の
新
規
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
聖
人
の
世
界
に
於
て
先
づ
注
目
せ
ら
 
 

る
ゝ
事
ほ
肉
体
の
否
定
で
あ
る
。
「
寿
老
死
而
不
亡
」
 
（
原
文
は
「
死
而
不
亡
者
 
 

寿
」
と
あ
る
も
、
逆
説
分
析
上
か
く
改
め
る
。
か
く
原
文
を
改
め
た
も
の
は
他
に
 
 

も
あ
る
が
、
皆
そ
れ
は
逆
説
分
析
上
か
ら
な
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
）
と
あ
る
。
 
 

「
外
其
身
」
 
「
不
行
」
 
「
不
自
見
」
 
「
不
自
是
∵
…
：
…
…
事
な
の
で
あ
鴫
。
こ
 
 

肉
体
の
生
の
否
定
は
同
時
に
精
神
の
生
の
肯
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
感
覚
的
物
 
 

質
の
否
定
に
攣
り
、
関
樫
沌
約
の
な
い
精
神
、
心
の
尊
重
に
繁
る
。
真
に
そ
れ
ほ
 
 

肉
体
や
物
■
奨
を
対
象
と
す
る
人
間
の
欲
望
の
香
定
を
意
味
す
る
。
「
欲
不
欲
」
と
 
 

言
ふ
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
か
ゝ
る
欲
望
に
伴
ふ
行
為
ざ
否
定
す
る
。
「
無
 
 

為
」
「
為
無
為
」
は
こ
の
諸
に
他
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
そ
は
れ
「
不
言
」
「
不
尽
」
 
 

れ
が
即
ち
l
般
的
（
世
人
的
）
真
理
の
否
定
た
る
聖
人
の
無
為
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 

聖
人
の
個
人
的
な
欲
望
と
行
為
の
皆
無
ほ
摸
言
せ
は
他
人
の
そ
れ
に
対
す
る
否
定
 
 

で
あ
る
。
こ
ゝ
に
聖
人
が
世
人
の
世
界
を
超
越
し
て
ゐ
る
の
を
知
る
。
世
人
の
行
 
 

為
や
欲
望
の
否
定
は
結
局
「
倖
力
物
之
自
然
而
不
敢
為
」
こ
と
で
あ
る
。
里
人
ほ
 
 

か
く
自
然
の
ま
ゝ
に
放
置
す
る
が
故
に
、
「
我
無
為
而
民
自
化
、
我
好
静
而
民
自
 
 

正
、
我
無
筆
而
民
自
富
、
我
無
欲
而
民
自
撲
」
 
（
打
）
 
「
侯
王
若
能
守
（
棋
）
万
 
 

物
将
自
責
、
天
地
和
合
以
降
甘
蕗
、
人
英
之
令
而
自
均
」
 
（
揖
）
の
如
く
に
、
民
 
 

自
ら
同
化
し
、
自
然
が
之
に
感
応
す
る
の
で
あ
る
。
之
が
即
ち
聖
人
の
無
不
為
、
 
 

否
定
の
否
定
と
し
て
の
為
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
盤
人
の
直
接
的
行
為
 
 

の
加
ほ
つ
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
得
な
い
。
そ
れ
故
、
「
万
物
帰
、
焉
不
知
壬
」
（
3
4
）
 
 

の
如
き
道
に
た
と
へ
ら
れ
て
大
を
成
す
と
言
ほ
れ
る
。
か
く
人
為
人
欲
の
否
定
 
 

に
ょ
り
自
然
の
ま
ゝ
に
放
置
す
る
世
界
が
老
子
の
認
識
立
場
に
於
け
る
聖
人
の
世
 
 

一
〇
 
 
 

界
で
あ
る
故
に
、
聖
人
の
世
界
ほ
世
人
の
世
界
を
包
越
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
が
出
 
 

来
る
。
 
 
 

変
人
の
 
「
無
為
而
無
不
為
」
 
は
人
為
人
欲
の
否
定
に
ょ
り
自
薦
の
為
に
ま
か
 
 

す
事
で
あ
る
。
か
ゝ
る
思
想
を
因
果
的
に
考
へ
、
無
為
に
よ
つ
て
自
然
に
招
来
 
 

す
る
結
果
を
明
瞭
に
目
的
威
し
、
目
的
達
成
の
た
め
無
為
を
手
段
化
す
る
考
へ
方
 
 

は
逆
用
で
あ
り
、
本
来
的
思
想
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
「
取
天
下
 
 

常
無
事
、
及
共
有
事
不
足
以
取
天
下
」
、
（
4
8
）
 
「
聖
人
欲
上
人
、
以
其
言
下
之
、
 
 

欲
鬼
へ
以
長
身
後
之
」
 
へ
郁
）
ほ
そ
の
好
例
で
あ
る
。
か
く
無
不
為
の
為
が
具
 
 

体
的
現
実
的
様
相
を
帯
び
て
来
る
に
従
ひ
そ
こ
に
人
為
人
欲
の
潜
在
が
見
ら
れ
 
 

る
。
か
ゝ
る
為
ほ
自
然
的
為
と
離
反
せ
㌢
る
を
得
な
い
。
更
に
無
為
さ
へ
も
具
体
 
 

化
さ
れ
て
積
極
的
手
段
化
が
見
ら
れ
る
。
か
1
る
逆
用
は
「
無
為
而
無
不
為
」
の
 
 

根
本
思
想
が
確
立
安
定
せ
る
後
に
生
じ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
間
に
時
代
 
 

的
間
胸
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
戦
乱
の
様
相
が
愈
々
険
悪
化
し
て
「
無
為
而
無
不
 
 

為
一
の
思
恕
を
現
琴
勘
に
活
用
す
る
結
巣
生
じ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
老
 
 

子
に
ょ
つ
て
逆
用
が
な
さ
れ
た
か
、
後
人
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
た
か
（
逆
用
は
下
篇
 
 

に
多
い
の
を
以
て
し
て
、
老
子
の
菩
も
亦
諸
子
の
書
と
同
様
に
後
人
の
挿
入
が
な
 
 

さ
れ
た
と
い
ふ
考
が
許
さ
れ
る
な
ら
後
者
と
考
へ
ら
れ
る
）
が
問
恵
と
な
る
。
或
 
 

ほ
ま
た
、
殻
本
的
思
想
は
思
想
、
規
美
的
処
生
観
は
処
生
観
と
い
ふ
二
面
の
考
を
 
 

老
子
が
持
っ
て
ゐ
た
と
す
れ
ほ
そ
れ
は
処
生
観
と
考
へ
ら
れ
る
。
な
ほ
こ
の
逆
用
 
 

ほ
、
老
子
の
肯
定
（
否
定
の
否
定
）
よ
り
の
逆
説
が
、
先
づ
そ
の
目
的
を
目
顔
に
 
 

置
き
「
広
徳
」
「
大
白
」
「
自
知
」
等
と
言
っ
て
そ
れ
を
謳
歌
し
て
ゐ
る
事
と
相
通
 
 

ず
る
も
の
が
あ
る
。
 
 

（
昭
、
二
大
、
一
二
）
 
 
 




